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曇り空の下でも子どもたちは元気いっぱい ！
笑顔あふれる思い出の遠足

議会 新体制でスタート！議会 新体制でスタート！
ー 役員改選 ーー 役員改選 ー

ー 令和７年度当初予算　集中審議 ーー 令和７年度当初予算　集中審議 ー
令和７年度予算の使い道は？令和７年度予算の使い道は？
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新組織体制でスタート！新組織体制でスタート！
　４月30日に第２回臨時会が開催され、正副議長をはじめ一部事務組合の議員が
選挙により決定しました。

　

令
和
７
年
４
月
臨
時
会
に
お
い

て
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
、
私
ど
も
両
名
は
光
輝
あ
る
朝

日
町
議
会
の
議
長
・
副
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
が
著
し
く
、

地
方
分
権
と
い
わ
れ
る
中
、
当
町

に
お
き
ま
し
て
も
財
政
健
全
化
、

少
子
高
齢
化
対
策
等
、
状
況
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
自
治
体

の
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。　

　

朝
日
町
第
６
次
総
合
計
画
前
期

基
本
計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ま

ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、
今
後
の
課

題
で
あ
る
財
政
健
全
化
対
策
、
新

規
企
業
の
誘
致
推
進
、
住
民
の
安

心
安
全
に
繋
げ
る
防
災
拠
点
で
あ

る
新
庁
舎
建
設
等
、
町
行
政
と
協

力
し
て
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
で
二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
朝
日
町
議
会
の
役
割
も
日
増

し
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

町
民
の
皆
様
方
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
議
会
と
致
し
ま
し

て
も
行
政
監
視
、
調
査
、
政
策
形

成
及
び
提
案
機
能
を
更
に
充
実
し
、

是
々
非
々
の
立
場
で
町
行
政
と
緊

張
感
を
保
ち
つ
つ
、
対
等
な
立
場

で
議
論
を
重
ね
、
町
政
発
展
に
繋

げ
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
一
層
の
ご
支

援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
に　

清
将
人

　

副
議
長
に　

宮
本
秀
治

ご
あ
い
さ
つ

議　長
清　将人

副議長
宮本　秀治

向陽台  ３期  45歳小向  ５期  48歳

北村　登

縄生　２期　71歳

水谷　正秀

埋縄　２期　74歳

飯田　德昭

小向　10期　88歳

𠮷田　悠

小向　１期　35歳

仲　義隆

柿　８期　81歳

委
員
長

副
委
員
長

【
所
管
】

　

議
会
・
選
挙
・
財
政
・
交
通
・
消
防
・
防
災
・
産
業
・

　

観
光
・
土
木
・
建
設
・
上
下
水
道
・
都
市
計
画
な
ど

総
務
建
設

常
任
委
員
会

総
務
建
設

常
任
委
員
会

総
務
建
設

常
任
委
員
会
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議会運営委員会議会運営委員会議会運営委員会
委 員 長
副 委 員 長
委 員
委 員
委 員

水谷　正秀
水谷　保之
北村　登　
本田　麻由
井上　真理

議会広報特別委員会議会広報特別委員会議会広報特別委員会
委 員 長
副 委 員 長
委 員
委 員
委 員

本田　麻由
𠮷田　悠　
北村　登　
宮本　秀治
清　将人　

予算特別委員会予算特別委員会予算特別委員会
委 員 長
副 委 員 長
委 員

本田　麻由
山本　順一

議長を除く全議員

防災対策特別委員会防災対策特別委員会防災対策特別委員会
委 員 長
副 委 員 長
委 員

𠮷田　悠　
山本　順一

議長を除く全議員

監 査 委 員監 査 委 員監 査 委 員
水谷　保之

●
朝
日
町
、
川
越
町
組
合
立

　
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

一部
事
務
組
合
議
員

一部
事
務
組
合
議
員

一部
事
務
組
合
議
員

飯
田
　
德
昭

井
上
　
真
理

仲
　
義
隆
　

●
三
重
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合

山
本
　
順
一

北
村
　
登

●
朝
明
広
域
衛
生
組
合

𠮷
田
　
悠

本
田
　
麻
由

民
生
教
育

常
任
委
員
会

民
生
教
育

常
任
委
員
会

民
生
教
育

常
任
委
員
会

井上　真理

縄生　４期　69歳

山本　順一

縄生　２期　52歳

水谷　保之

柿　４期　62歳

本田　麻由

小向　２期　41歳

宮本　秀治

小向　５期　48歳

委
員
長

副
委
員
長

【
所
管
】

　
　
社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
・
環
境
衛
生
・
教
育
・
文
化
な
ど
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議案番号 議　　　案　　　名 結 果
議案２
議案３
議案４
議案５
 
議案６
議案７
議案８
議案９
議案１０
議案１１
 
議案１２
議案１３
 
議案１４
 
議案１５
 
議案１６
議案１７
議案１８
 
議案１９
議案２０
議案２１
議案２２
議案２３
議案２４
議案２５
議案２６
議案２７
議案２８
議案２９
議案３０
議案３１
議案３２

朝日町人権擁護委員の推薦について
朝日町町道路線の認定について
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例案
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の
一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例案
朝日町課設置条例の一部を改正する条例案
朝日町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例案
朝日町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案
朝日町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
朝日町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例案
朝日町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例案
朝日町国民健康保険条例の一部を改正する条例案
朝日町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例案
朝日町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例案
朝日町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例案
朝日町水道事業給水条例の一部を改正する条例案
朝日町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案
朝日町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正
する条例案
令和６年度朝日町一般会計補正予算（第７号）
令和６年度朝日町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和６年度朝日町介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和６年度朝日町墓地公園特別会計補正予算（第２号）
令和６年度朝日町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和６年度朝日町水道事業会計補正予算（第３号）
令和６年度朝日町下水道事業会計補正予算（第５号）
令和７年度朝日町一般会計予算
令和７年度朝日町国民健康保険特別会計予算
令和７年度朝日町介護保険特別会計予算
令和７年度朝日町墓地公園特別会計予算
令和７年度朝日町後期高齢者医療特別会計予算
令和７年度朝日町水道事業会計予算
令和７年度朝日町下水道事業会計予算

同 意
可 決
可 決
可 決
 
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
 
可 決
可 決
 
可 決
 
可 決
 
可 決
可 決
可 決
 
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決

人権擁護委員に三宅重範氏人権擁護委員に三宅重範氏

議案番号 議　　　案　　　名 結 果
議案１ 令和６年度朝日町一般会計補正予算（第６号） 可 決

（令和７年1月２1日開催）

3 月定例会  審議結果3 月定例会  審議結果3 月定例会  審議結果3 月定例会  審議結果

臨時会 審議結果臨時会  審議結果臨時会  審議結果臨時会  審議結果

➡関連記事P.5~

➡関連記事P.5

➡関連記事P.5

➡関連記事P.5
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全会一致で

可決
全会一致で

可決
全会一致で

可決

全会一致で

可決

令和７年第 1回定例会が、３月 3日から 18日までの 16日間の会期で開催
されました。人事案件 1件、条例制定 2件、条例改正 13件、補正予算 7
件、令和７年度予算 7件などが提出され、慎重な審議を行いました。 

令和７年度 予算の使い道令和７年度 予算の使い道

令和６年度と比べると
３億8700万円
（8.5％）

〈目的別歳出の割合〉〈目的別歳出の割合〉

資
格
要
件
緩
和

資
格
要
件
緩
和

資
格
要
件
緩
和

QQQQ AAAA AA

【
朝
日
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

【
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
改
正
】

【
朝
日
町
水
道
事
業
部
給
水
条
例

　
　
　
　
　
　
　
の
一
部
改
正
】

議
案
１０

議
案
１０

議
案
１２

議
案
１２

議
案
１６

議
案
１６

水
道 

工
事
監
督
者
・
技
術
管
理
者

水
道 

工
事
監
督
者
・
技
術
管
理
者

算
定
方
式
の
統
一

算
定
方
式
の
統
一

算
定
方
式
の
統
一

保
険
料

保
険
料 審

査
委
員
会
設
置

審
査
委
員
会
設
置

審
査
委
員
会
設
置

災
害
時

災
害
時

増額

〈歳入の割合〉〈歳入の割合〉

歳 入
49億

3700万円

歳 出
49億

3700万円

議案２６議案２６【令和７年度朝日町一般会計予算】

繰入金
5%

その他
4%

地方交付税
19%

国庫支出金
13%

県支出金
6%

地方消費税交付金
6%

町債
2%

その他
2%

町税
43％

民生費
36.3％

教育費
17.4％

総務費
15.6％

公債費
8.5％

土木費
7.9％

衛生費
5.8％

その他
8.5％

３月定例会より３月定例会より３月定例会より

　
災
害
関
連
死
等
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
、
審
査
委
員

会
を
設
置
し
、
委
員
の
人
数

と
報
酬
を
定
め
る
も
の
で
す
。 　

　
報
酬
を
２
万
２
１
０
０

円
に
し
た
理
由
は
。

　
　
国
・
県
の
指
針
が
な
い

た
め
、
近
隣
市
町
と
同
額
と

し
ま
し
た
。

　
保
険
料
算
定
方
式
の
統
一

に
伴
い
、
所
得
割
・
賦
課
限

度
額
を
引
き
上
げ
、
資
産
割

を
引
き
下
げ
、
軽
減
判
定
基

準
も
見
直
す
も
の
で
す
。

　
　
被
保
険
者
へ
の
影
響
は
。

　
　
限
度
額
引
き
上
げ
で
２７

世
帯
が
負
担
増
。
軽
減
対
象

は
４
世
帯
増
。
算
定
方
式
見

直
し
で
所
得
割
増
、
資
産
割

減
と
な
り
ま
す
。

　
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水

道
技
術
管
理
者
の
資
格
要
件

を
緩
和
・
拡
充
し
、実
務
経
験

年
数
も
半
減
す
る
も
の
で
す
。 　

　
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と

に
よ
り
、
資
格
対
象
者
の
該

当
人
数
は
。

　
　
布
設
工
事
監
督
者
・
水

道
技
術
管
理
者
と
も
に
改
正

前
は
３
名
、
改
正
後
は
４
名

該
当
し
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

「
朝
日
町
財
政
改
革
推
進

プ
ラ
ン
」
の
２
年
目
と
し

て
、
取
組
事
項
を
反
映
し

た
予
算
要
求
基
準
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
基
づ
き
、
町
債

の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
財

政
調
整
基
金
の
取
崩
抑
制

に
努
め
た
予
算
案
が
編
成

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
予
算
案
に
対
し
て
、

予
算
特
別
委
員
会
に
お
い

て
集
中
的
な
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

QQ
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QQAA

QQAA

QQAA

 

1,069 
1,098 

991 

1,099 

806 
836 

869 

737 717 708 

400

600

800

1,000

1,200

（百万円）

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
 ※令和 6年度は見込み

▼ 性質別歳出の割合

財政調整基金とは…
自治体が予算に余裕が
あるときに積み立てて
おく“貯金”のような
お金です。将来、予想
外の支出が出たり、税
収が減ったりしたとき
に、そこからお金を取
り崩して使います。

町税
21億4000万円

繰入金
2億5000万円その他

2億1000万円

地方交付税
9億5000万円

国庫支出金
6億2000万円

県支出金
2億8000万円

地方消費税交付金
2億8000万円

町債
9000万円
その他
1億2000万円

歳 出 歳 出 
自主財源
52%

民生費
17億9000万円

教育費
8億5700万円

総務費
7億7100万円

公債費
4億1900万円

土木費
3億9200万円

衛生費
2億8800万円

その他
4億1900万円

・子ども医療費助成事業
・学童保育所運営補助事業
・子育て世帯訪問支援事業

・特殊詐欺防止装置購入補助事業
・LINE公式アカウント
  情報配信システム構築事業

・朝日小学校円形校舎後世伝承事業
・企業誘致奨励金事業
・朝明商工会補助事業
・多面的機能支援事業
・常備消防事務委託事業

歳 入歳 入

予
算
集
中
審
議

予
算
集
中
審
議

普通建設事業費
2.8％

その他
0.8％

義務的経費
52％

人件費
28.4％

扶助費
15.3％

公債費
8.5％

物件費
23.0％

補助費等
11.7％

繰出金
9.5％

　
　
義
務
的
経
費
が
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
義
務
的
経
費
の
増
加
は

続
い
て
お
り
、
予
算
に
占
め

る
割
合
も
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
自
由
に
使
え

る
政
策
的
経
費
を
圧
迫
し
、

財
政
の
硬
直
化
を
招
く
要
因

と
な
り
ま
す
。
今
後
は
財
政

の
効
率
化
や
新
た
な
財
源
確

保
に
取
り
組
み
つ
つ
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な

い
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
と
コ
ス
ト
削
減
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　　
国
の
標
準
化
方
針
に
基

づ
き
、
約
１
億
４
５
０
０
万

円
を
投
じ
て
新
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

に
よ
る
業
務
効
率
化
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
物
件
費
・

補
助
費
を
前
年
度
同
額
に
抑

え
、
修
繕
費
は
優
先
度
に
応

じ
て
配
分
す
る
な
ど
、
コ
ス

ト
削
減
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

の
進
捗
状
況
は
。

　
　
財
源
不
足
額
は
約
１
億

９
５
０
０
万
円
で
、
プ
ラ
ン

と
比
べ
る
と
約
１
億
３
０
０

０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
社
会
情
勢

の
変
化
や
制
度
改
正
の
影
響

が
大
き
く
、
例
え
ば
児
童
手

当
の
拡
充
や
人
件
費
の
上
昇
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
な
ど
が
要
因
で

す
。
財
政
調
整
基
金
の
残
高

は
５
億
１
３
０
０
万
円
で
あ

り
、一
定
の
収
支
改
善
が
図
ら

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

令和７年一般会計
歳入歳出　総額 49億3700万円

・小学校ダブレットPC更新事業
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役

員

改

選

３
月
定
例
会
よ
り

一

般

質

問

研
修
レ
ポ
ー
ト

　　ＬＩＮＥアカウントの導入理由と、１６５万円の
委託料は年額なのか、一度きりなのか。
　　委託料は構築時の１回限りで、使用料は毎年発
生します。多くの自治体がＳＮＳで広報を行っており、
特に利用者が多いＬＩＮＥを使った発信を行うため、
補助金も活用して整備をすすめます。
　　いつから始まるのか。
　　令和７年１０月開始を目指しています。
QQ

AA

QQ

AA

子育て家庭等に訪問支援
員を派遣し、育児や家事
の相談・援助を行います。

学童保育を行う団体に補
助金を交付し、放課後児童
の健全教育を支援します。

情報発信力の強化とデジタル化推進のため、ＬＩＮＥ
公式アカウント情報発信システムを導入します。

中学校修了までの子どもに対し、医療費助成を行い
ます。令和７年９月より、医療費の窓口無料化の対
象をすべての対象者に拡大します。

企業誘致奨励金事業多面的機能支援事業

LINE 公式アカウント
情報配信システム構築事業

安心・安全で快適なまちづくり安心・安全で快適なまちづくり

特殊詐欺等の被害防止の
ため、警告音声や録音機
能付き電話機等の購入費
用を補助します。 

三重北通信指令センター
システムの更新を行いま
す。

常備消防事務委託事業

　　クラウドファンディングの達成額は。
　　クラウドファンディング69件５５万５千円、窓口で
の寄附１３件９８万８千円、合計１５４万円です。
　　収入の計上時期は。
　　令和６年度中に収入として計上します。
　　３Ｄ化事業費は43万８千円だが、差額の使い道は。
　　校舎模型の制作に充て、文化施設や小学校、役場
などへの展示を検討中です。

QQ
AA

QQ
AA

QQ

AA

現存する数少ない円形校舎の一つである「朝日小学
校円形校舎」を当時の設計図をもとに３Ｄデータ化
するとともに、３Ｄプリンタによるミニチュア模型を
作成します。

学童保育所運営補助事業 子育て世帯訪問支援事業

窓口負担無料化を
　　　　中学校修了まで拡大
窓口負担無料化を
　　　　中学校修了まで拡大

令和２年度に導入し、小学校全児童が使用している
学習用ＰＣ753台の更新を行い、ライセンスやネット
ワーク等の設定を行います。

町民と行政が一体となった協働のまちづくり町民と行政が一体となった協働のまちづくり

朝明商工会補助事業

活力とにぎわいのある産業のまちづくり活力とにぎわいのある産業のまちづくり

誰もが健やかでいきいきと暮らせるまちづくり誰もが健やかでいきいきと暮らせるまちづくり 夢・希望に満ちた人づくりと
　　　　　　　歴史・文化の香るまちづくり
夢・希望に満ちた人づくりと
　　　　　　　歴史・文化の香るまちづくり

7237万円

6774万円 124万円

469万円

718万円

390万円

1億6769万円 21万円

2790万円

43万円

9501万円

令和７年度の主な事業

子ども医療費助成事業

小学校タブレット PC更新事業

朝日小学校円形校舎（登録有形文化財）
後世伝承事業

特殊詐欺防止装置
購入費補助事業
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7人の議員が質問一般質問一般質問

子どもの権利条例を制定しませんか子どもの権利条例を制定しませんか

子ども・子育て支援について

答　条例制定に向けて、近隣市町の動向など、
　　調査していきます

町の考えはいかに町の考えはいかに
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
政
運
営
全
般
に
つ
い

て
、
町
長
な
ど
の
執
行
機

関
に
対
し
て
質
問
や
報
告

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
７

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
に
提
言
や
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
を
登

壇
順
（
質
問
順
）
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※

原
稿
は
質
問
し
た
議
員

が
提
出
し
、
編
集
を
広
報

特
別
委
員
会
で
行
っ
て
い

ま
す
。　

　水谷  正秀 … P.９

◆ 朝日町の農業を考える

　本田  麻由 … P.12
◆ 職員が健康で、町民のために
　　　　　 働ける職員環境を求めて
◆ GIGAスクール構造体制整備と
　学校DXや先端技術等の利活用について

　北村　登 … P.11

◆ 新規企業の立地促進支援について

　宮本  秀治 … P.11

◆ 鳥獣害対策について

　𠮷田　悠 … P.８

◆ 子ども・子育て支援について

役

員

改

選

３
月
定
例
会
よ
り

一

般

質

問

研
修
レ
ポ
ー
ト

　仲　義隆 … P.10
◆ 朝日町新庁舎建設にまつわる
　　　　　　　　　諸課題について
◆「歩き集えるくらしやすいまちづくり」
　　　　　　　　　　　　　 をめざして

　井上  真理 … P.９

◆ 庁内組織再編の効果と
　若手職員の定着に向けた取組について

議
員
　
「
第
２
期
朝
日
町

子
ど
も
・
子
育
て
事
業
支

援
計
画
」
の
成
果
と
課
題

は
。

　
　
　
成
果
と
し
て
は
、

学
童
保
育
や
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
に
お
い
て
、
利
用
実
績

に
基
づ
き
必
要
な
量
の
確

保
に
努
め
、
希
望
者
全
員

が
利
用
で
き
た
こ
と
で
す
。

課
題
と
し
て
は
、
病
児
・

病
後
児
保
育
に
お
い
て
、

近
隣
市
町
と
広
域
連
携
に

て
実
施
し
て
い
る
た
め
、

希
望
に
沿
っ
た
量
の
確
保

に
努
め
る
こ
と
で
す
。

議
員
　
「
第
３
期
朝
日
町

子
ど
も
・
子
育
て
事
業
支

援
計
画
」
の
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
部
分
は
。

　
　
　

待
機
児
童
ゼ
ロ
で

実
施
し
て
い
る
学
童
保
育

に
つ
い
て
、
利
用
希
望
者

が
増
加
傾
向
に
あ
る
な
か
、

引
き
続
き
待
機
児
童
ゼ
ロ

で
実
施
す
る
た
め
に
、
量

の
確
保
を
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
令
和
７
年
４
月
よ

り
設
置
予
定
の
、
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

母
子
保
健
機
能
と
児
童
福

祉
機
能
を
よ
り
連
携
し
な

が
ら
、
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
一
体
的
な
支
援
を
切

れ
目
な
く
充
実
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

▲園庭で遊ぶ子どもたち

𠮷田　悠 議員
よし だ　　  ゆう

町
長

町
長
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役

員

改

選

３
月
定
例
会
よ
り

一

般

質

問

研
修
レ
ポ
ー
ト

井上　真理 議員
いのうえ　　 ま　り

水谷　正秀 議員
みずたに　　まさひで

議
員　

担
い
手
の
確
保
に

よ
る
農
業
体
制
の
強
化
に

「
農
事
組
合
法
人
匠
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
三
重
朝
日
」
が

果
た
す
役
割
は
非
常
に
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
支
援

体
制
に
つ
い
て
は
。

町
長　

転
作
事
業
補
助
金

を
含
め
た
経
営
安
定
化
の

支
援
策
を
継
続
し
て
お
り
、

法
人
が
安
定
し
た
経
営
を

行
え
る
よ
う
引
き
続
き
必

要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

議
員　

朝
日
町
の
水
田
農

業
に
つ
い
て
、
肥
料
・
農

薬
・
燃
料
等
の
農
業
資
材

の
価
格
高
騰
に
よ
る
農
業

者
の
支
援
に
つ
い
て
は
。

町
長　

現
段
階
で
は
町
が

新
た
な
補
助
等
は
考
え
て

い
な
い
が
、
今
後
も
資
材

価
格
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、
農
業
従
事
者

に
対
し
て
国
や
県
の
支
援

策
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

を
行
い
、
利
用
可
能
な
制

度
を
活
用
で
き
る
よ
う
支

援
を
継
続
し
ま
す
。  

議
員　

学
校
給
食
の
地
元

農
産
物
の
使
用
状
況
は
。

教
育
長　

春
に
「
た
け
の

こ
」、年
間
を
通
じ
て
「
お

米
」、「
し
い
た
け
」
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
今
後
に

つ
い
て
も
地
場
産
物
の
活

用
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。

次世代に向けた農業の担い手の育成・確保は次世代に向けた農業の担い手の育成・確保は

朝日町の農業を考える

答　「農事組合法人　匠ファーマーズ三重朝日」を
　　　受け皿として支援を進めます

庁内組織再編の効果と若手職員の定着に向けた取組について

答　お褒めと激励の言葉をいただきました

住民サービスの向上の実感は住民サービスの向上の実感は

議
員　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
ど
の
程
度
実
感
で

き
て
い
る
の
か
。

町
長　

再
編
当
初
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
い
た
こ

と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
際
に
「
職
員
の

対
応
が
迅
速
か
つ
親
切
で

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

お
褒
め
と
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
員　

若
手
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
定
着
の
変

化
は
。

町
長　

若
手
職
員
の
退
職

が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い

う
現
状
を
踏
ま
え
、
若
手

職
員
が
自
身
の
興
味
や
希

望
に
沿
っ
た
業
務
に
挑
戦

で
き
る
機
会
や
支
援
を
行

い
、
や
り
が
い
を
も
っ
て

働
け
る
環
境
を
整
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

住
民
満
足
度
を
図

る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
は
。

町
長　

昨
年
10
月
に
実
施

し
約
８
割
の
町
民
の
方
か

ら
普
通
以
上
の
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は

窓
口
や
紙
媒
体
で
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
声
を
収
集
し

て
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲農作業の様子

▲役場窓口

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長
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役

員

改

選

３
月
定
例
会
よ
り

一

般

質

問

研
修
レ
ポ
ー
ト

仲　義隆 議員
なか　　よしたか

全住民参加の建設を全住民参加の建設を

朝日町新庁舎建設にまつわる諸課題について

答　今後も町民や議会そして関係団体等幅広い意見を
　　聴取しながら実施します

議
員　

住
民
説
明
会
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
目

的
は
。

町
長　

町
民
と
の
情
報
共

有
や
意
見
収
集
を
行
い
計

画
に
反
映
し
、
町
民
と
町

と
が
協
力
し
て
推
進
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
め

ざ
し
実
施
し
ま
し
た
。

議
員　

実
施
し
た
結
果
は
。

町
長　

住
民
説
明
会
に
は

７
名
の
参
加
で
３
名
の
方

か
ら
10
件
の
質
問
が
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
２

名
の
方
か
ら
13
件
の
意
見

を
頂
き
ま
し
た
。

　

総
括
的
に
は
財
政
面
を

考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
改
め
て
認
識
し
ま
し

た
。

議
員　

建
設
に
係
わ
る
概

算
費
用
や
資
金
計
画
は
。

町
長　

解
体
費
用
抜
き
で

約
32
億
円
、
財
源
は
地
方

債
や
一
般
事
業
債
、
そ
し

て
庁
舎
建
設
基
金
及
び
一

般
財
源
に
よ
っ
て
賄
う
予

定
で
す
。

議
員　

財
政
状
況
に
も
よ

る
が
、
築
後
61
年
、
正
に

世
紀
の
大
事
業
で
あ
り
、

全
住
民
参
加
の
建
設
を
め

ざ
し
た
住
民
投
票
を
提
言

す
る
が
。

町
長　

現
時
点
で
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
住

民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
町

民
の
幅
広
い
意
見
を
伺
い

な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

▲朝日町新庁舎建設基本計画

▲旧東海道のまちなみ

「歩き集えるくらしやすいまちづくり」をめざして

答　多様な繋がりを活かし、活動拠点へ展開します

交流できる活動拠点づくりの状況は交流できる活動拠点づくりの状況は

議
員　

観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
発
掘

状
況
は
。

町
長　

「
朝
日
町
東
海
道

ま
ち
な
み
整
備
計
画
」
の

取
組
を
通
じ
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
参
加
者
有
志
を
中

心
に
し
た
「
朝
日
ま
ち
な

み
検
討
会
」
を
中
心
に
、

近
鉄
主
催
の
「
き
ん
て
つ

ハ
イ
キ
ン
グ
」
と
連
携
し
、

「
ま
ち
歩
き
絵
図
」
の
配

布
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
活
動
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
メ
ン
バ
ー
の
高

齢
化
な
ど
に
よ
る
減
少
と

い
っ
た
課
題
が
あ
り
、
町

主
催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で

募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど

を
通
じ
新
規
人
材
の
発
掘

に
努
め
て
い
ま
す
。

議
員　

町
民
や
来
訪
者
が

交
流
で
き
る
活
動
拠
点
づ

く
り
の
状
況
は
。

町
長　

ビ
ジ
ネ
ス
や
交
流

の
場
づ
く
り
を
め
ざ
す

「
空
き
家
で
創
業
セ
ミ
ナ

ー
」
の
開
催
や
「
空
き
家

で
こ
ん
な
こ
と
交
流
会
」

を
継
続
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
通
じ
、
東
海

道
沿
い
で
ビ
ジ
ネ
ス
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
づ
く
り

を
し
た
い
方
等
、
様
々
な

目
的
を
持
っ
た
方
々
の
つ

な
が
り
を
継
続
し
、
活
動

拠
点
づ
く
り
な
ど
の
展
開

に
結
び
付
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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その後の進捗状況はいかがですかその後の進捗状況はいかがですか

新規企業の立地促進支援について

答　企業誘致については慎重な検討が必要と考えています

組

織

改

選

３
月
定
例
会
よ
り

一

般

質

問

研
修
レ
ポ
ー
ト

▲土地利用構想図

▲鳥獣害（イメージ）

議
員　

改
め
て
小
向
農
地

は
企
業
誘
致
を
進
め
る
候

補
地
に
な
り
う
る
と
考
え

て
い
る
こ
と
で
よ
ろ
し
い

で
す
か
。

町
長　

令
和
５
年
第
１
回

定
例
会
で
の
回
答
の
と
お

り
、
小
向
地
区
は
将
来
的

に
企
業
誘
致
を
進
め
る
候

補
地
と
な
り
う
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員　

後
期
基
本
計
画
の

具
体
的
な
策
定
は
い
か
が

で
す
か
。

町
長　

前
期
基
本
計
画
の

効
果
や
検
証
を
踏
ま
え
た

上
で
、
企
業
誘
致
を
位
置

づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員　

平
成
21
年
３
月
の

「
土
地
利
用
構
想
図
」
で

は
工
業
振
興
ゾ
ー
ン
Ｃ２
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
計

画
通
り
企
業
誘
致
に
向
け

て
、
町
と
し
て
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
こ
う
と

し
て
い
ま
す
か
。

町
長　

こ
の
指
定
は
あ
く

ま
で
計
画
上
の
位
置
づ
け

で
あ
り
、
法
的
拘
束
力
を

持
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
総
合
計
画
に
お
い
て

も
同
様
で
す
。
将
来
的
に

は
企
業
誘
致
候
補
地
と
し

て
見
込
ん
で
は
い
る
も
の

の
、
農
用
地
の
除
外
要
件

が
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
と
国
お
よ
び
県
に
も
認

め
て
い
た
だ
く
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮本　秀治 議員
みやもと　  しゅうじ

被害額は被害額は

鳥獣害対策について

答　主だった被害はありません

議
員　

鳥
獣
害
の
被
害
額
、

面
積
等
、
全
体
状
況
を
把

握
し
て
い
る
数
値
は
あ
り

ま
す
か
。

町
長　

水
稲
作
及
び
小
麦

作
に
お
い
て
は
平
地
で
耕

作
し
て
い
る
た
め
、
主
だ

っ
た
鳥
獣
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
。

議
員　

農
業
関
係
者
に
対

し
て
の
鳥
獣
害
対
策
の
支

援
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
か
。

町
長　

町
内
６
箇
所
に
設

置
し
た
箱
罠（
ハ
コ
ワ
ナ
）

を
用
い
た
被
害
防
止
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

捕
獲
頭
数
の
現
状

と
傾
向
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。

町
長　

令
和
４
年
度
は
０

頭
、
令
和
５
年
度
は
８
頭
、

令
和
６
年
度
は
２
月
現
在

計
６
頭
と
な
り
ま
す
。
自

動
撮
影
カ
メ
ラ
で
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
猪
の
個
体
数

は
減
少
し
て
い
る
傾
向
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

議
員　

現
在
の
対
応
を
依

頼
し
て
い
る
猟
友
会
や
業

者
が
高
齢
化
や
廃
業
し
た

場
合
の
対
応
は
考
慮
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

町
長　

当
町
の
委
託
業
者

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
高
齢

化
の
心
配
は
不
要
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

北村　登 議員
きたむら　  のぼる
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役場の照明が遅くまでつく理由は役場の照明が遅くまでつく理由は

職員が健康で、町民のために働ける職場環境を求めて

答　業務集中時には皆様に不便をかけないよう
　　時間外勤務で対応しています

役

員

改

選

３
月
定
例
会
よ
り

一

般

質

問

研
修
レ
ポ
ー
ト

議
員　

町
民
か
ら
の
「
役

場
の
照
明
が
遅
く
ま
で
つ

い
て
い
る
」
と
の
声
を
町

長
は
ど
う
受
け
止
め
、
そ

の
要
因
は
何
か
。

町
長　

一
定
時
期
に
業
務

が
集
中
し
、
時
間
外
勤
務

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
職
員
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

や
業
務
委
託
を
進
め
、
組

織
の
見
直
し
も
検
討
し
ま

す
。

議
員　

職
員
全
体
の
時
間

外
勤
務
手
当
の
年
間
金
額

は
。

町
長　

令
和
５
年
度
の
実

績
で
４
７
１
４
万
円
で
す
。

議
員　

人
事
院
は
会
計
年

度
任
用
職
員
の
任
用
限
度

年
数
撤
廃
を
認
め
て
い
ま

す
が
、
朝
日
町
の
対
応
は
。

町
長　

任
用
回
数
の
制
限

は
廃
止
し
ま
す
が
、
更
新

時
に
は
職
員
の
業
務
遂
行

能
力
、
協
調
性
、
積
極
性

を
総
合
的
に
判
断
し
て
い

き
ま
す
。

議
員　

女
性
の
管
理
職
登

用
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

に
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　

管
理
職
登
用
に
お

い
て
「
男
女
差
の
意
識
は

な
く
」、選
考
基
準
は
「
所

管
業
務
の
適
合
性
」
「
業

務
経
験
」
「
問
題
解
決
能

力
」
「
下
位
者
指
導
へ
の

意
欲
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

本田　麻由 議員
ほん だ　　   ま　ゆ

教育・校務での生成ＡＩ活用は教育・校務での生成ＡＩ活用は

ＧＩＧＡスクール構想体制整備と学校ＤＸや先端技術の利活用について

答　教育・校務での生成ＡＩ活用は慎重に進め、安全性と
　　有効性を確認しながら段階的に導入を検討します

議
員　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
基
づ
く
パ
ソ
コ

ン
更
新
の
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
長　

令
和
７
年
度
に

県
の
共
同
調
達
制
度
で
端

末
を
調
達
し
、
令
和
８
年

度
か
ら
導
入
予
定
で
す
。

中
学
生
用
端
末
は
令
和
10

年
度
以
降
の
予
定
で
す
。

議
員　

学
校
の
通
信
速
度

改
善
や
次
世
代
校
務
Ｄ
Ｘ

が
全
国
的
な
課
題
で
す
が
、

朝
日
町
の
現
状
と
課
題
は
。

教
育
長　

パ
ソ
コ
ン
導
入
、

通
信
環
境
改
善
、
校
務
Ｄ

Ｘ
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

１
人
１
台
端
末
の
普
及
に

よ
り
通
信
速
度
低
下
が
課

題
で
、令
和
７
年
度
に
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
機
器
更
新
費
用
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
校
務
Ｄ

Ｘ
で
は
、
他
自
治
体
に
お

い
て
業
務
効
率
化
さ
れ
た

ア
プ
リ
の
導
入
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

議
員　

先
端
技
術
を
利
活

用
す
る
実
証
研
究
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
朝

日
町
と
し
て
の
考
え
は
。

教
育
長　

三
重
県
教
育
委

員
会
の
「
令
和
７
年
度
生

徒
の
英
語
力
向
上
推
進
事

業
」
に
お
い
て
、
Ａ
Ｉ
英

会
話
ア
プ
リ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
効
果
検
証
を
行
う

研
究
推
進
校
と
し
て
委
託

を
受
け
る
方
向
で
検
討
し

て
い
ま
す
。

▲役場の様子

▲パソコン端末を扱う児童

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長
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役

員

改

選

３
月
定
例
会
よ
り

一

般

質

問

研
修
レ
ポ
ー
ト

　１月17日北勢５町議会議長会（朝日町、川越町、
菰野町、東員町、木曽岬町の議会で組織）主催の議
員研修会が開催されました。
　講師には、一般社団法人　地方公共団体政策支援機
構の長内紳悟氏を迎え、「議会のデジタル化とＤＸ～
議会はデジタル化で何がしたいのか～」との演題でご
講演いただきました。

　２月１３日、川越町庁舎において三
重郡議会議員研修会が開催されまし
た。
　三重郡（川越町、菰野町、朝日町）
内の議会議員を対象に毎年開催され
ており、今回は全国町村議会議長会
事務総長の赤松俊彦氏を迎え、「町
村議会の課題」との内容で研修を行
いました。

少子高齢化の進行や
税収の減少、社会保障費の

増加など、地方を取り巻く環境
は年々厳しさを増しています。当町も

例外ではなく、近年は当初予算での財源不
足が常態化し、新庁舎建設基金への積立ても途

絶え、財政調整基金も減少傾向にあります。　　　　

こうした中、町は令和６年２月に「朝日町財政改革推進プラン」
を策定し、課題解決に取り組んでいます。議会としても、行財政の更

なる改善、新庁舎建設事業の着実な推進、財政調整基金の健全化、そして
質の高い行政サービスの継続提供に向け、２月21日提言書を取りまとめ町へ提

出しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議員研修レポート議員研修レポート
【 北勢５町議会議員研修会 】【 北勢５町議会議員研修会 】

【 三重郡議会議員研修会 】【 三重郡議会議員研修会 】

財政健全化に対する

　　　　　提言書を提出
財政健全化に対する

　　　　　提言書を提出
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編
集
後
記

　

紫
陽
花
の
花
が
色
づ
き
、
雨
に

濡
れ
る
街
並
み
に
季
節
の
移
ろ
い

を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
令
和
７
年
４
月
30
日
に

開
催
さ
れ
た
令
和
７
年
第
２
回
臨

時
会
を
経
て
、
新
た
な
議
会
体
制

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
各
委
員
会
の
構
成

や
３
月
定
例
会
で
の
当
初
予
算
審

議
な
ど
、
今
後
の
町
政
運
営
に
関

わ
る
内
容
を
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
身
近
な

議
会
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
「
議

会
だ
よ
り
」
を
通
じ
て
、
今
後
も

分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
情

報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る

議
会
の
動
き
を
、
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

梅
雨
入
り
を
迎
え
、
天
候
の

優
れ
な
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

皆
様
ど
う
ぞ
健
や
か
に
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

本
田
麻
由
（
記
）

　
　
　

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　

本
田
麻
由

　
　
　

副
委
員
長　

𠮷
田　

悠

　
　
　

委　
　

員　

北
村　

登

　
　
　

委　
　

員　

宮
本
秀
治

　
　
　

委　
　

員　

清　

将
人

本会議は30人、委員会は
10人まで傍聴できます。

月
6/2

本会議

本会議

委員会 委員会
109 11 12 13 14 15

3 4 5 6 7 8
火 水 木 金 土 日

都合により変更になる場合があります。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

議会事務局  TEL 059-377-5656議会事務局  TEL 059-377-5656

令和7年  第2回（6月）定例会の予定　

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
9時開会

🌟

🌟

🌟

🌟

🌟 朝日町議会、
　　Facebookやってます！ 🌟

町民の皆さまに朝日町議会を
もっと身近に感じていただける
よう、Facebookページを開設
しています！
下記コードより検索できます。

ぜひ、
ご利用ください。

行政報告・一般質問・提案説明・質疑

総務建設常任委員会 民生教育常任委員会

委員長報告・質疑・討論・採決

のご紹介

　春の穏やかな陽気の中、朝日小学校では遠足

が行われ、学年ごとにさまざまな目的地へ元気

に出発しました。

　日中は晴れ間も見られ、思い思いの活動を楽

しんだ子どもたちでしたが、帰り道には一部の

学年が小雨に降られる場面もありました。　そ

れもまた忘れられない思い出になったようです。

表紙の写
真より

朝日小学校　遠 足朝日小学校　遠 足
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